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吸収分割に係る事前開示書面 

 

当社は、株式会社ツナググループ HC（東京都千代田区神田三崎町三丁目１番 16号。以下

「分割会社」といいます。）が運営する求人情報サービス事業である「シフトワークス」事

業（以下「本件事業」といいます。）に関し、顧客との利用契約に関する権利義務を除く全

ての権利義務を承継することにいたしました（吸収分割①）。また、当社は、吸収分割によ

りＨＲソリューションズ株式会社（東京都中央区日本橋三丁目 10番５号オンワードパーク

ビルディング 10階。以下「承継会社」といいます。）に対して、吸収分割①により、分割会

社から承継した権利義務及び当社が保有する本件事業に関する権利義務を承継させること

にいたしました（第２吸収分割）。本件吸収分割①につきまして、会社法（以下「法」とい

います。）第 794条第１項及び会社法施行規則第 192条の規定に従い、また、本件吸収分割

②につきまして法第 782 条第 1 項及び会社法施行規則第 183 条の規定に従い、以下のとお

り吸収分割契約の内容その他法務省令に定める事項を記載した書面を備え置くこととしま

す。 

 
１ 吸収分割①について 
 
（１）吸収分割契約の内容 

別紙１のとおりです。 
 
（２）吸収分割の対価の相当性に関する事項  

当社は、分割会社の完全親会社であるため、吸収分割①に際して、当社は分割会社に
対して、株式、金銭その他の財産の交付をいたしません。また、当社において、資本金
及び準備金の額は変更しません。 

 
（３）吸収分割会社について 

分割会社の直前事業年度の財政成績及び経営成績並びに最終事業年度に係る決算公
告の内容は次のとおりです。 
  

（分割会社の直前事業年度の財政成績及び経営成績） 
https://contents.xj-
storage.jp/xcontents/AS81305/8b5a7568/f742/4d68/a3a5/c89abada12f4/140120
220728506550.pdf 

（最終事業年度に係る決算公告の内容） 
https://tghc.tsunagu-grp.jp/wp-
content/themes/tghc/assets/company/pdf/2109_settlement.pdf 

なお、分割会社においては、最終事業年度の末日後に発生した重要な財産の処分、重
大な債務の負担その他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象は生じておりませ
ん。 

 
（４）吸収分割承継会社について 



当社においては、最終事業年度の末日後に発生した重要な財産の処分、重大な債務の
負担その他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象は生じておりません。 

 
（５）効力発生日以後における債務の履行の見込みに関する事項 

当社の 2021 年９月 30 日現在の貸借対照表における資産の額は 3,790,489 千円、負
債の額は 2,794,044千円です。吸収分割①において、当社は分割会社に対して、株式、
金銭その他の財産の交付をせず、分割会社の資産及び負債並びに当社が分割会社から
承継する予定の資産及び負債に重大な変動は生じておらず、吸収分割①の効力発生日
までの間についても、現在のところ重大な変動を生じる事態は予想されていません。以
上より、吸収分割①の効力発生日における当社の資産の額は負債の額を十分に上回る
見込みであり、その他、当社の吸収分割①後の事業活動において予想される当社の資産
及び負債の額並びに収益状況について検討いたしましたが、当社が負担する債務の履
行に支障を及ぼす事象の発生及びその可能性は、現在認識されておりません。したがっ
て、当社の負担する債務については、吸収分割①の効力発生日以後も履行の見込みがあ
ると判断しております。  

 
２ 吸収分割②について 
 
（１）吸収分割契約の内容 

別紙２のとおりです。 
 
（２）吸収分割の対価の相当性に関する事項 
   当社は、承継会社より吸収分割②の対価として金 450,000千円の交付を受けます。当

社が受領する金銭の算定については、本件事業に係る資産・負債の状況及び本件事業の
収益の状況をもとに、本件事業に係る将来の動向等から期待される効果等を加味し、両
社間で真摯に協議し決定したものであり、相当であると判断しております。 

 
（３）吸収分割承継会社について 
   承継会社の最近３年間の財政状況及び経営成績並びに最終事業年度に係る決算公告

の内容は次のとおりです。 
 
  （承継会社の最近３年間の財政状況及び経営成績） 

https://contents.xj-
storage.jp/xcontents/AS81305/8b5a7568/f742/4d68/a3a5/c89abada12f4/14012022
0728506550.pdf 

（最終事業年度に係る決算公告の内容） 
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なお、承継会社においては、最終事業年度の末日後に発生した重要な財産の処分、重

大な債務の負担その他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象は生じておりませ
ん。 

 
（４）吸収分割会社について 
   当社においては、最終事業年度の末日後に発生した重要な財産の処分、重大な債務の

負担その他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象は生じておりません。 
 
（５）効力発生日以後における債務の履行の見込みに関する事項 



   承継会社の 2021年９月 30日現在の貸借対照表における資産の額は 1,155,199千円、
負債の額は 667,231千円です。吸収分割②において、承継会社は当社に対して金 450,000
千円を交付しますが、承継会社の資産の額は負債の額を上回り、また上記時点から吸収
分割②までの間についても、承継会社の資産及び負債に現在のところ重大な変動を生
じる事態は予想されていません。 

   以上より、吸収分割①の効力発生日における当社の資産の額は負債の額を十分に上
回る見込みであり、その他、承継会社の吸収分割②後の事業活動において予想される承
継会社の資産及び負債の額並びに収益状況について検討いたしましたが、承継会社が
負担する債務の履行に支障を及ぼす事象の発生及びその可能性は、現在認識されてお
りません。したがって、承継会社の負担する債務については、吸収分割②の効力発生日
以後も履行の見込みがあると判断しております。 

 

以上 

 









別紙２






















